
氏名 千原　美重子

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

平成12年度から滋賀県総合教育センターの専門研究員として、心理臨床の観点から学校現場の課
題について参画してきた。１９年度はソーシャルスキル教育を行うことで人権教育の推進に係
わって研究をした。またスクールカウンセリングのスーパーヴァイザーとして不登校や、発達障
害、緊急支援の問題等の研究を行った。

地域支援ボランティア研究会を学生・院生とともに計画し、内外の研究者と交流を行った。その
活動報告を「平成19年度地域臨床ボランティア研究会報告書　第2号」にまとめた。大学の講
義・演習の延長線上として、ボランティア活動が心理臨床の教育に意味をもつものであることを
再認識している。講義の工夫としてシャトルカードを導入して、学生との双方向性の講義を模索
している。

奈良県情報公開審査委員会委員、奈良県青少年問題協議会委員健全育成部会長、滋賀の教育協議
会副会長、滋賀県スクールカウンセラー配置事業連絡協議会委員、滋賀県臨床心理士会副会長、
奈良大学心理学講座講演、滋賀県警察本部犯罪被害者支援員・セクハラ防止研修会講演、犯罪被
害者カウンセラー、滋賀文化短大人権講演、幼稚園・保育園での子育て支援講演、教員10年目生
徒指導に関する講演、社会福祉法人青谷学園苦情解決第三者委員

学生部長、学生指導委員長、就職委員、人権委員長、国際交流委員、学生相談運営委員長、セク
ハラ相談員、ストリートダンス・テイクオフサークル顧問、

現在の専門分野 臨床発達心理学

研究課題 学校不適応行動への学校臨床活動の効果的な機能に関する研究、各発達段階で生じる
さまざまな危機的状況に対する支援に関する研究

取得学位 教育学修士

所属学会 日本心理臨床学会、日本心理学会、日本教育心理学会、日本発達心理学会、関西心理
学会、滋賀県臨床心理士会

平　成　１９　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

最終学歴 京都大学大学院教育研究科博士課程単位取得満期退学



① カウンセリン
グ・スキルを考
慮した授業づく
りに関する実証
的研究

単著

② 学校教育におけ
る心の問題への
対応（Ⅲ）

単著

① 電話相談事例か
ら み た ア カ デ
ミック・ハラス
メントの構図

単

② 地域臨床におけ
るボランティア
活動のあり方

単

③ 社会的支援とし
ての地域臨床の
あり方

単

④ 教 育 相 談 の 研
究ーカウンセリ
ングスキルを生
かした授業づく
り

共

① 学生相談の機能
と今後の展望

単

② 社会的支援とし
ての心理臨床の
あり方

平成２０年３月 奈良大学学生相談室 学生相談の機能を考察し、今後学生
相談がさまざまな機能を発揮する時
代になることを展望をした。

平成２０年３月 奈良大学地域連携教
育研究センター地域
臨床部門事業２

スクールカウンセラーや犯罪被害カ
ウンセラー、子育て支援など臨床心
理士がコミュニティに参画すること
を要請されることが多い。社会的支
援者としてどのようなことが必要な
のかを考察した。

（その他）

平成２０年３月 奈良大学地域臨床研
究会

誰もが切り捨てられることなく、環
境との最適な適合性を考察すること
を目的にするコミュニティ心理学の
観点から地域臨床について論じた。

平成１９年６月　　 滋賀県総合教育セン
ター研究会

学校における教育相談機能を授業に
いかに生かすかについて発表をした
ものである。

平成１９年８月 特定非営利活動法人
アカデミック・ハラ
スメントをなくす
ネットワーク

電話相談で受けた５事例についてア
カハラの状況、相談の経過について
発表をし、アカハラの防止について
論じた。

平成１９年６月 奈良大学地域臨床研
究会

地域臨床におけるボランティア活動
の意義について発表をした。

（学会発表）

平成２０年３月 奈良大学大学院研究
年報

カウンセリング・スキルをいかした
授業をすることで、教師の授業度が
向上し、生徒の授業の評価が上がっ
たことを示した。

平成２０年３月 奈良大学総合研究所
所報

学校臨床心理士のコーディネーター
の教師にその効果的な活動の報告を
求めたところ、生徒や保護者への面
接、教師へのコンサルテーション、
相談部会などの会議への参加、特別
支援、心理教育など多岐にわたって
いることを示した。

概　　　　　　　要

（学術論文）

著書､学術論文等の名
称

単著､
共著
の別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名
称


